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本書は、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３２条に基づき研究評価委員会において

設置された「航空機用先進システム実用化プロジェクト」（中間評価）の研究評価委員会分

科会（平成２９年１０月３１日）において策定した評価報告書（案）の概要であり、     

ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３３条の規定に基づき、第５５回研究評価委員会（平

成３０年３月１６日）にて、その評価結果について報告するものである。 
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「航空機用先進システム実用化プロジェクト」（中間評価） 

評価概要（案） 

 

１．総合評価 

 我が国独自の技術を活用して世界レベルを超えた飛行機装備品を開発する本事業の重要

性は誰しもが認めうるものであり、NEDO のリーダーシップにより計画的に事業を推進す

ることは、経済的にも政策的にも大きな意義があると認められる。概ね計画通りに研究が遂

行されており、管理体制も適切である。研究成果は設定された目標を概ね達成し、中にはい

くつか顕著な成果も出ていることは、実施者の高い能力と尽力を示すものである。実用化・

事業化に向けた戦略及び具体的取組は妥当であり、2020 年代以降の近い将来に本事業の成

果が次世代航空機システムの一翼を担い、世界市場における国産装備品の地位を我が国のメ

ーカーが獲得する姿が期待できる。 

 研究開発目標の設定根拠が抽象的、定性的な表現となっているテーマについては、実用

化・事業化につながる適切な目標となっているか確認されたい。 

 今後、ソフトウエア認証等の共通的な技術については、各実施者の成果を横通しし、本事

業の成果分については共有する仕組みを検討されたい。また、認証取得を我が国独力で行う

ためのビジョンを描くことも検討していただきたい。 

 

２．各論 

２．１ 事業の位置付け・必要性について 

 航空機の安全性、環境適合性及び経済性の社会ニーズに対応して開発を進める事業であり、

上位施策・制度の目標達成への寄与も大きい。我が国の航空機製造が将来的に裾野を拡大し

一つの産業分野として育つために、装備品及びシステム領域を含めて戦略的に取り組むとい

う本事業の目的は高く評価される。世界水準あるいはそれを超える性能をもつ製品の開発と

いう挑戦的な事業であるため、技術の開発から実用化及び認証に至る道のりには多くの費用

と時間を要する。したがって、政策面と技術開発の連携を図りつつ NEDO が実施する事業

として妥当である。 

 

２．２ 研究開発マネジメントについて 

 開発計画及び実施体制は最終目標の達成に向けて堅実に組み立てられており、いくつかの

研究開発項目においては実施者間の連携が極めて有効に機能している。航空機メーカー等と

の連携機会の整備、実用化までのマイルストーンの設定など、進捗管理も妥当である。また、

進捗に遅れが見られる場合には材料変更などの計画見直しを行い、目標達成が困難な項目に

ついては中止する重要な判断も行うなど、マネジメントも適切に行われている。知的財産の

戦略も各実施者において入念に検討されている。 

 研究開発目標の設定根拠について簡易的で、抽象的、定性的な記載になっているテーマが
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見受けられる。将来実用化・事業化につなげることのできる適切な目標となっているか確認

されたい。 

 2020 年代の実用化を実現するためには、認証取得に今後多大な費用と時間を要すること

が予想される。各研究開発項目の内容及び進捗度に従って、認証取得に関する事項を研究開

発のアウトプット目標やスケジュールに明確に含めることが、本事業のより確実な目的達成

の一助となると考えられる。 

 

２．３ 研究開発成果について 

 本事業は、世界的に見てレベルが十分に高く挑戦的な成果を狙ったテーマを多くもちなが

ら、設定された目標を概ね達成している。運航上危険性を持つ箇所の安全対策やエアライン

のコスト削減寄与など、いくつかの顕著な技術成果もすでに出ており、評価に値する。事業

全体はスケジュール通り、または若干の遅れ程度で進捗しており、最終目標達成の見通しに

大きな問題はないものと認められる。 

 一方、知的財産権等の確保について、現状は各テーマでその必要性を判断してそれぞれ異

なる対応をとっているが、一つの事業としての統一された行使法の策定が望ましい。また、

成果の外部発信が少ないテーマについては、事業化につなげるために必要な活動として、今

後努力してゆくことを期待する。 

 認証取得に係る基盤的な知見などの共通的成果をオールジャパンで共有できる仕組みを

構築することを今後検討されたい。 

 

２．４ 成果の実用化・事業化に向けた取組及び見通しについて 

 海外航空機メーカーなど顧客企業等との共同研究を含む適時適切な意思疎通が概ね行わ

れており、事業化のマイルストーンも設定されていることから、実用化・事業化に向けた戦

略及び具体的取組は妥当である。全体を通じて、着実な進展がみられており、実用化の見通

しは高く、相応の成果が期待されるが、事業化の達成に向けては開発製品の販売の蓋然性に

対するより詳細な根拠の提示が望まれる。 

 今後、認証取得を独力で行うためのビジョン・計画を持っておくことが肝要である。他分

野において既にそのノウハウを保有する国内企業との意見交換等でその難易度や具体的な

不足点等を正しく理解しておき、それを踏まえた研究体制の構築等を検討されたい。また、

可能な範囲で成果を開示し、ポテンシャルカスタマーの反応を把握して協業関係へつなげて

ゆくべきと考える。 
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評点結果〔プロジェクト全体〕 

評価項目 平均値 素点（注） 

１．事業の位置付け・必要性について 2.9  A A A A A A B 

２．研究開発マネジメントについて 2.6  A A A B B B A 

３．研究開発成果について 2.7  A A A A A B B 

４．成果の実用化・事業化に向けた取組 

及び見通しについて 
2.4  A A B A B B B 

（注）素点：各委員の評価。平均値は A=3、B=2、C=1、D=0として事務局が 

数値に換算し算出。 

〈判定基準〉 

１．事業の位置付け・必要性について ３．研究開発成果について 

・非常に重要          →A 

・重要             →B 

・概ね妥当           →C 

・妥当性がない、又は失われた  →D 

・非常によい         →A 

・よい            →B 

・概ね妥当          →C 

・妥当とはいえない      →D 

 

２．研究開発マネジメントについて 

 

４．成果の実用化・事業化に向けた取

組及び見通しについて 

・非常によい          →A 

・よい             →B 

・概ね適切           →C 

・適切とはいえない       →D 

・明確            →A 

・妥当            →B 

・概ね妥当          →C 

・見通しが不明        →D 
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